
２０２５年２月３日（月）

東北福祉大学

B
１ ２３４５６７
A B

０
D E F GH I J K

８９

二
〇
二
五
年
度 

入
学
試
験
問
題

一
般
選
抜
Ａ
日
程　
統
一

全
学
部
・
全
学
科

国 
語

注　
意　
事　
項

一
、
解
答
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
解
答
時
間
は
六
〇
分
で
す
。

三
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
不
備　

　
　
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

四
、
解
答
用
紙
に
座
席
番
号
を
記
入
す
る
際
は
、
下
記
の
英
数
字
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈注意の必要な英数字〉



W
eb of Science

40

70

19

- １-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



 

 

- ２-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



 

 
 
 

- ３-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



 
 

  

  

 

 

- ４-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



Ａ

-５-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



- ６-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



- ７-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



問
五　

次
の
文
の
二
重
傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
、
漢
字
に
は
読
み
仮
名
を
施
し
な
さ
い
。
な
お
、
漢
字
は
楷
書
体
で
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

　
　

判
読
が
困
難
な
場
合
は
、
採
点
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

・
人
権
①

ヨ
ウ
ゴ
の
た
め
に
活
動
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
深
夜
に
ふ
と
②

寂
寥
感
に
襲
わ
れ
る
。

　
　
　

・
仕
事
が
③

ハ
ン
ボ
ウ
期
を
迎
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

・
④

ガ
ン
ジ
ョ
ウ
な
家
を
建
て
る
。

　
　
　

・
⑤

タ
ン
ネ
ン
な
準
備
を
行
う
。

- ８-



２０２５年２月４日（火）

東北福祉大学

BA BD E F GH I J K

二
〇
二
五
年
度 

入
学
試
験
問
題

一
般
選
抜
Ａ
日
程
　
分
割

社
会
福
祉
学
科
・
教
育
学
科 

中
等
教
育
専
攻

保
健
看
護
学
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

作
業
療
法
学
専
攻

医
療
経
営
管
理
学
科

国 
語

注
　
意
　
事
　
項

一
、
解
答
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
解
答
時
間
は
六
〇
分
で
す
。

三
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
不
備
　

　
　
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

四
、
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
す
る
際
は
、
下
記
の
英
数
字
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。



- １-



- ２-

 



- ３-



- ４-

61



- ５-

#M
eToo

90
著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



- ６-

#M
eToo

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



- ７-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



２０２５年２月５日（水）

東北福祉大学

BA BD E F GH I J K

二
〇
二
五
年
度 

入
学
試
験
問
題

一
般
選
抜
Ａ
日
程
　
分
割

福
祉
心
理
学
科
・
福
祉
行
政
学
科

共
生
ま
ち
づ
く
り
学
科
・
教
育
学
科 

初
等
教
育
専
攻

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

理
学
療
法
学
専
攻

国 
語

注
　
意
　
事
　
項

一
、
解
答
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
解
答
時
間
は
六
〇
分
で
す
。

三
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
不
備
　

　
　
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

四
、
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
す
る
際
は
、
下
記
の
英
数
字
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。



Instagram
TikTok

- １-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



Tw
itter

- ２-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



- ３-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



80

- ４-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



30

47・0

43
・
6

42・5

- ５-

29.6%

12.4%

43.6%
47.0%
48.5%

42.5%

8.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

1983 87 91 95 99 2003 2008 2013 2018

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



30

―
50

- ６-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



- ７-



- ８-

 

 

13%

14%

9%

15%

46%

47%

35%

51%

27%

26%

33%

23%

13%

14%

23%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4427

1950

459

1491

81%

60%

19%

40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4496

2884

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



２０２５年３月３日（月）

東北福祉大学

B
KMNPQR S

A CDE F GH I
J T

二
〇
二
五
年
度 

入
学
試
験
問
題

一
般
選
抜
Ｂ
日
程

　統一
（
面
接
型
）

全
学
部
・
全
学
科

国 
語

注

　意

　事

　項

一
、
解
答
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
解
答
時
間
は
六
〇
分
で
す
。

三
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
不
備

　

　
　に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

四
、
解
答
用
紙
に
座
席
番
号
を
記
入
す
る
際
は
、
下
記
の
英
数
字
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。



 
 

 
 

- １-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



 
 

 
 

 
 

- ２-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



 
 

 
 

- ３-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



- ４-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



25

44

24

60

(
)

80

24

11

59

54

- ５-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



11

- ６-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



- ７-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



 
 

 
 

 

- ８-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



２０２５年３月４日（火）

東北福祉大学

二
〇
二
五
年
度 

入
学
試
験
問
題

一
般
選
抜
Ｂ
日
程
　
統
一
（
３
科
目
型
）

全
学
部
・
全
学
科

国 
語

注
　
意
　
事
　
項

一
、
解
答
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
解
答
時
間
は
六
〇
分
で
す
。

三
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
不
備
　

　
　
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
高
く
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

四
、
解
答
用
紙
に
座
席
番
号
を
記
入
す
る
際
は
、
下
記
の
英
数
字
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

B
KMNPQR S

A CDE F GH I
J
１ ２３４５６７０ ８９

T

〈注意の必要な英数字〉



一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。　

　

元
教
師
た
ち
が
長
い
教
職
経
験
を
踏
ま
え
て
さ
ま
ざ
ま
に
語
る
内
容
で
、
全
員
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
教
師
の　
　

Ｘ　
　

は
大
学
の
教
員
養
成
教
育
を

通
じ
て
得
ら
れ
る
部
分
は
小
さ
く
、
教
職
に
就
い
て
か
ら
実
際
に
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
経
験
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

教
職
課
程
の
期
間
を
含
む
大
学
ま
た
は
短
大
の
教
育
は
四
年
な
い
し
二
年
で
あ
り
、
教
育
実
習
に
し
て
も
二
～
四
週
間
と
短
い
の
に
対
し
て
、
実
際
に
就

く
教
職
期
間
は
一
般
に
三
○
年
以
上
に
及
ぶ
か
ら
、
時
間
数
か
ら
し
て
も
現
職
経
験
を
通
じ
て
得
る
も
の
が
、
大
学
ま
た
は
短
大
で
の
教
育
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
あ
る
中
学
校
教
師
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

ア　
　

大
学
で
得
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
体
育
を
専
攻
す
る
私
が
本
当
に
鍛
え
ら
れ
た
の
は
、
常
に
子
ど
も
と
共
に
い
る

学
校
現
場
で
し
た
。
教
育
実
習
の
場
合
も
現
場
に
身
を
置
く
わ
け
で
す
が
、
実
習
校
の
指
導
教
官
の
も
と
で
仮
の
授
業
を
す
る
程
度
で
す
か
ら
、
直

接
責
任
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
短
期
間
を
一
気
に
走
り
抜
け
れ
ば
す
ぐ
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
本
当
に
鍛
え
ら
れ
る
と

い
う
の
と
は
違
い
ま
す
。

　
　
　

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
二
番
目
の
①

キ
ン
ム
校
で
す
。
生
徒
数
二
〇
〇
〇
名
の
大
②

キ
ボ
校
で
し
た
。
各
生
徒
が
生
活
の
事
実
を
見
つ
め
る
学
級
づ
く

り
と
い
う
泥
臭
い
取
り
組
み
に
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。　
　

イ　
　

生
徒
指
導
で
少
し
で
も
手
を
抜
け
ば
、
い
つ
「
荒
れ
る
学
校
」
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
状
況
下
に
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
　
　

体
育
科
の
教
師
は
女
性
一
人
を
含
む
八
人
も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
主
義
主
張
が
あ
り
、
互
い
の
議
論
は
喧
嘩
に
近
い
雰
囲
気
で
し
た
が
、
飲
み
仲
間
で

も
あ
り
、
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
教
科
の
研
究
も
一
緒
に
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
特
色
の
あ
る
学
校
に
キ
ン
ム
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教

師
の
力
が
つ
く
と
思
う
の
で
す
が
、
今
は
そ
ん
な
学
校
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
学
校
が
平
準
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
語
り
を
踏
ま
え
な
が
ら
教
師
の
資
質
・
能
力
の
形
成
を
考
え
る
と
、
尊
敬
す
る
指
導
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
③

ネ
ン
ト
ウ
に
浮
か
べ
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
学
校
現
場
の
諸
要
素
が
い
っ
そ
う
重
要
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
。

　

第
一
に
常
に
子
ど
も
と
共
に
い
る
こ
と
。
第
二
に
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
学
校
で
キ
ン
ム
す
る
こ
と
。
第
三
に
「
喧
嘩
に
近
い
雰
囲
気
」

に
ま
で
議
論
を
闘
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
で
い
て
仲
良
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
同
僚
が
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

- １-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



　

さ
て
、　
　

Ｙ　
　

仕
事
は
、
従
来
「
教
員
養
成
」
と
い
う
一
言
で
呼
ば
れ
て
き
た
。　
　

ウ　
　

、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
な
っ
て
、
（
Ⅰ
）

世
界
的
に

そ
の
用
語
に
変
化
が
生
ま
れ
た
。
六
〇
年
代
に
学
校
教
育
が
量
的
に
拡
大
す
る
な
か
で
教
師
や
学
校
の
質
的
向
上
が
要
請
さ
れ
た
た
め
に
、
な
に
よ
り
も
教

師
の
質
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
が
各
国
で
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
教
師
教
育
」
（teacher education

）
と
い
う
新
し
い
総
合
的
な
捉
え
方
が
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
を
中
心
に
普
及
し
て
い
く
。
単
な
る
「
教
員
養
成
」
と
総
合
的
な
「
教
師
教
育
」
と
で
は
、
以
下
の
三
点
で
考
え
方
に
違
い
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
教
員
養
成
で
は
若
い
時
期
に
集
中
し
て
お
こ
な
う
教
師
に
な
る
た
め
の
職
業
準
備
を
指
し
た
の
に
対
し
て
、
教
師
教
育
で
は
教
職
に
就
く
前
か
ら

教
職
を
終
え
る
ま
で
の
全
過
程
を
見
据
え
て
、「
教
員
養
成
」
プ
ラ
ス
「
初
任
者
研
修
」
プ
ラ
ス
「
現
職
研
修
」
と
い
う
三
段
階
を
④

ホ
ウ
カ
ツ
す
る
捉
え

方
で
あ
る
。

　

次
に
、
か
つ
て
の
教
員
養
成
で
は
大
学
で
教
員
に
な
る
た
め
の
技
術
的
「
訓
練
」
が
強
調
さ
れ
た
が
、
新
し
い
捉
え
方
の
教
師
教
育
で
は
大
学
で
の
教
育

と
教
職
経
験
に
基
づ
く
「
生
涯
学
習
」
を
通
じ
た
知
識
・
技
術
に
関
す
る
「
専
門
性
の
向
上
」
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
三
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
で
資
質
・

能
力
の
向
上
が
課
題
と
な
る
。

　

三
つ
め
と
し
て
、
教
員
養
成
で
は
教
職
の
一
定
の
型
を
伝
達
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
教
師
教
育
で
は
変
化
が
激
し
い
社
会
で
要
請
さ
れ
る

資
質
・
能
力
に
つ
い
て
「
教
員
養
成
」
段
階
で
研
究
開
発
さ
れ
た
知
見
を
「
初
任
者
研
修
」
「
現
職
研
修
」
に
生
か
し
、
逆
に
「
初
任
者
研
修
」「
現
職
研
修
」

で
得
ら
れ
た
課
題
を
「
教
員
養
成
」
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
実
践
的
に
も　
　

ａ　
　

に
も
教
師
教
育
と
い
う
長
期
的
な
視
点
か
ら
三
段
階
を
位

置
づ
け
て
、
相
互
に
関
連
づ
け
る
傾
向
が
強
く
な
る
。

　

日
本
で
も
教
師
教
育
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
三
段
階
全
体
を　
　

ｂ　
　

に
把
握
す
る
と
い
う
広
す
ぎ
る
意
味
内
容
の
た

め
に
、
と
も
す
れ
ば
三
つ
を
切
り
離
し
て
各
段
階
を
別
個
に
扱
い
、
と
り
わ
け
最
初
の
「
教
員
養
成
」
を
強
調
し
て
、
他
の
二
段
階
は　
　

ｃ　
　

に
扱
う

こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
国
の
教
員
政
策
は
教
免
法
を
核
に
教
員
資
格
に
関
す
る
法
制
度
が
中
心
な
の
で
、
基
礎
資
格
が
与
え
ら
れ
た
ら
資
質
・
能

力
は
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
が
ち
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
「
初
任
者
研
修
」
と
「
現
職
研
修
」
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は

教
員
の
任
命
権
者
で
あ
る
各
教
育
委
員
会
に
委
ね
ら
れ
、
教
職
生
活
を
通
じ
て
体
得
す
る
資
質
・
能
力
は　
　

エ　
　

個
人
的
経
験
と
し
て
脇
に
置
か
れ
が

ち
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
免
許
制
度
改
革
は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
も
、
「
初
任
者
研
修
」
や
「
現
職
研
修
」
に
つ
い
て
は
広
報
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
ニ
ュ
ー
ス

に
も
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
二
段
階
に
つ
い
て
世
論
が
関
心
を
向
け
る
こ
と
は
少
な
い
。
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ま
た
、
（
Ⅱ
）

最
初
の
「
教
員
養
成
」
を
充
実
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
教
職
は
う
ま
く
い
く
と
い
う

⑤
ア
ン
モ
ク
の
思

い
込
み
が
は
た
ら
き
や
す
い
。
そ
れ
は
古
典
的
な
「
子
ど
も
発
達
モ
デ
ル
」
（
青
年
期
ま
で
に
人
格
は
完
成
し
、
そ
の

後
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
う
見
方
）
に
依
拠
し
て
お
り
、
最
新
の
「
生
涯
発
達
モ
デ
ル
」
（
生
涯
の
各
段
階
で

大
き
な
変
化
が
あ
り
、
成
長
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
長
期
に
継
続
す
る
と
い
う
見
方
）
に
転
換
で
き
て
い
な
い
た
め
で

あ
る
。

　
　
　

オ　
　

、
教
師
教
育
を
研
究
し
実
践
す
る
研
究
者
は
大
学
に
所
属
し
て
い
る
か
ら
、
大
学
の
「
教
員
養
成
」
を

中
心
に
議
論
を
組
み
立
て
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
教
員
養
成
を
役
目
と
す
る
大
学
は
こ
れ
ま
で
「
初
任
者
研
修
」

や
「
現
職
研
修
」
と
あ
ま
り
関
わ
り
を
も
た
ず
に
き
た
た
め
に
、
「
教
師
教
育
」
全
過
程
に
対
す
る　
　

ｄ　
　

研
究

を
十
分
に
展
開
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
「
教
師
を
育
て
る
制
度
」
と
し
て
「
教
員
養
成
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
資
質
・
能
力
の
六
層

【
表
】
の
う
ち
外
か
ら
観
察
・
評
価
し
や
す
い
Ｂ
〔
指
導
の
知
識
・
技
術
〕
と
Ｃ
〔
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
・
技
術
〕

ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
と
、
Ａ
〔
問
題
解
決
技
能
〕
お
よ
び
Ｄ
〔
対
人
関
係
力
〕
～
Ｆ
〔
探
究
心
〕
に
関
す
る
関

心
は
弱
く
な
る
。

　

他
方
、
「
教
師
が
育
つ
道
筋
」
に
注
目
す
る
な
ら
、
Ａ
と
Ｄ
の
形
成
が
重
要
な
力
量
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
そ
し

て
Ｅ
〔
教
育
観
〕
が
培
わ
れ
て
い
く
過
程
も
興
味
深
い
。
さ
ら
に
Ｆ
は
教
員
養
成
段
階
の
な
か
で
あ
る
程
度
は
準
備
で

き
て
も
、
そ
の
後
の
現
職
段
階
で
も
永
続
的
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
枯
渇
す
る
危
険
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
見
落

と
せ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
教
師
を
育
て
る
重
要
な
課
題
と
し
て
は
、
第
一
に
Ｂ
と
Ｃ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
Ａ
お
よ
び
Ｄ
～
Ｆ
に
目

を
向
け
る
こ
と
。
第
二
に
「
教
員
養
成
」
以
上
に
「
初
任
者
研
修
」
と
「
現
職
研
修
」
段
階
を
重
視
し
、大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
。

第
三
に
教
師
教
育
に
関
す
る
政
策
が
免
許
資
格
と
い
う
「
教
師
を
育
て
る
制
度
」
の
枠
組
み
に
止
ま
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
第
二
の
課
題
で
得
ら
れ
る

「
教
師
が
育
つ
道
筋
」
の
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、
そ
の　
　

ｅ　
　

枠
組
み
の
な
か
に
実
際
的
な
内
容
を
織
り
込
ん
で
い
く
こ
と
、
で
あ
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
今
津
孝
次
郎
『
教
師
が
育
つ
条
件
』
に
よ
る
。
＊
設
問
の
都
合
上
、
本
文
に
一
部
省
略
・
改
変
が
あ
る
）
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問
一　

空
欄　

ア　

～　

オ　

に
補
う
べ
き
語
を
選
択
肢
よ
り
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

① 

あ
く
ま
で　
　

② 

し
か
も　
　

③ 

し
か
し　
　

④ 

た
し
か
に　
　

⑤ 

当
時
は

問
二　

空
欄　

ａ　

～　

ｅ　

に
補
う
べ
き
語
を
選
択
肢
よ
り
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

①
総
合
的　
　

②
実
践
的　
　

③
研
究
的　
　

④
付
随
的　
　

⑤
制
度
的　

問
三　

空
欄　

Ｘ　

（
五
文
字
）　

Ｙ　

（
六
文
字
）
に
補
う
べ
き
表
現
を
本
文
中
よ
り
探
し
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
四　

傍
線
部
（
Ⅰ
）
に
つ
い
て
、
教
師
の
質
的
向
上
の
た
め
に
「
用
語
に
変
化
が
生
ま
れ
た
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
（
背
景
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
。
本
文
中
の
表
現
を
適
宜
用
い
て
、
四
十
五
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

問
五　

傍
線
部
（
Ⅱ
）
「
最
初
の
『
教
員
養
成
』
を
充
実
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
教
職
は
う
ま
く
い
く
」
と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
立
場

に
あ
る
か
。
教
師
の
資
質
向
上
と
い
う
視
点
を
含
め
、
本
文
中
の
表
現
を
適
宜
用
い
て
四
十
五
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

問
六　

二
重
傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
な
お
、
漢
字
は
楷
書
体
で
丁
寧
に
書
く
こ
と
。
判
読
が
困
難
な
場
合
は
、
採
点
対
象
外

と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二
、
以
下
の
【
本
文
】
お
よ
び
【
資
料
Ａ
】
【
資
料
Ｂ
】
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　

【
本
文
】

　

人
か
ら
意
外
な
情
報
を
聞
か
さ
れ
て
、

　

「
え
ー
っ
！　

マ
ジ
で
？
」

　

と
は
、
よ
く
耳
に
す
る
表
現
で
あ
る
。
こ
の
「
マ
ジ
で
」
は
、
「
本
当
に
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
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「
①

ジ
ョ
ウ
ダ
ン
で
言
っ
た
の
に
、
あ
い
つ
は
す
ぐ
マ
ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
…
…
」

　

と
ぼ
や
く
、
こ
の
「
マ
ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
」
は
「
本
気
に
な
っ
て
し
ま
う
」
。

　

深
刻
め
い
て
話
し
か
け
て
、

　

「
今
日
は
ち
ょ
っ
と
マ
ジ
な
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
」

　

こ
の
「
マ
ジ
な
話
」
は
「
真ま

じ

め

面
目
な
話
」
の
こ
と
。
た
ぶ
ん
本
来
の
意
味
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
真
面
目
」
が
短
縮
さ
れ
て
、「
マ
ジ
」
に
な
っ
た
も
の
か

と
思
わ
れ
る
。

　

…
…
こ
の
よ
う
に
「
マ
ジ
」
は
、
本
当
、
本
気
、
真
面
目
と
い
っ
た
意
味
で
広
く
世
間
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
普
通
の
話
し
こ
と
ば
と
し
て
、
し
っ
か
り

日
本
人
の
会
話
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
マ
ジ
」
は
、
も
と
も
と
は
「
素し

ろ
う
と人

さ
ん
」
の
使
う
言
葉
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
七
二
年
、
私
が
大
学
を
卒
業
し
て
朝
日
放
送
に
入
社
し
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
大
阪
の
な
ん
ば
花か

げ

つ月
や
角か

ど

ざ座
な
ど
の
演
芸
場
の

楽
屋
に
出
入
り
し
て
い
た
時
代
に
は
、「
マ
ジ
」
は
寄よ

せ席
の
「
芸
人
さ
ん
」
た
ち
の
間
だ
け
で
し
か
流
通
し
て
い
な
い
、
特
殊
な
言
葉
だ
っ
た
。
観
客
や
一

般
人
の
前
で
は
け
っ
し
て
使
わ
な
い
「
楽
屋
こ
と
ば
」、
す
な
わ
ち
「
隠
語
」
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
い
っ
た
い
い
つ
頃
、
ど
ん
な
風
に
し
て
、
世
間
に
広
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

か
つ
て
大
阪
の
楽
屋
社
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
特
殊
語
が
使
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
「
タ
ロ
」
と
い
え
ば
お
金
の
こ
と
、「
ザ
イ
マ
ン
」
と
い
え
ば

漫ま
ん
ざ
い才

の
こ
と
、「
ゲ
ー
マ
ン
」と
い
え
ば
五
万
円
の
こ
と
。こ
れ
ら
は
、
一
般
人
に
話
の
内
容
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
重
宝
さ
れ
る
隠
語
だ
っ
た
が
、

現
在
は
い
ず
れ
も
②

ス
タ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
マ
ジ
」
は
、
そ
れ
ら
の
隠
語
と
は
ま
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
っ
て
、
芸
人
同
士
の
特
別
な
仲
間
意
識
に
基

づ
い
た
、
身
内
だ
け
の
ち
ょ
っ
と
小こ

粋い
き

め
か
し
た
表
現
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。

　

こ
の
「
マ
ジ
」
は
、「
タ
ロ
」「
ザ
イ
マ
ン
」「
ゲ
ー
マ
ン
」
な
ど
の
隠
語
と
は
逆
に
、
ス
タ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
い
つ
の
間
に
か
世
間
に
流
出
し
、
今
で
は

誰
も
が
知
っ
て
い
る
日
本
の
話
し
こ
と
ば
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

世
間
の
人
が
使
う
の
を
よ
く
耳
に
し
な
が
ら
、
し
か
し
私
は
こ
の
「
マ
ジ
」
と
い
う
言
葉
を
な
か
な
か
容
易
に
使
え
な
い
で
き
た
。
（
Ⅰ
）

こ
の
言
葉
は

芸
人
さ
ん
の
言
葉
だ
、
と
い
う
原
体
験
と
し
て
の
記
憶
が
、
厳
と
し
て
残
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

私
の
よ
う
な
、
テ
レ
ビ
局
で
働
く
一い

ち

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
と
き
が
、
芸
人
さ
ん
独
自
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
支
え
る
よ
う
な
言
葉
を
使
う
な
ど
と
は
、
ま
こ
と

に
お
こ
が
ま
し
い
こ
と
、
と
考
え
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
代
前
半
、
私
が
Ａ
Ｄ
で
あ
っ
た
り
、
新
米
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
芸
人
さ
ん
に
向
か
っ

て
「
マ
ジ
で
す
か
？
」
な
ど
と
は
、
と
て
も
と
て
も
言
え
な
か
っ
た
。
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そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
お
寿す

し

や

司
屋
へ
行
っ
て
、「
お
茶
を
く
だ
さ
い
」
と
言
う
代
わ
り
に
、「
あ
が
り
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
り
、「
シ
ャ
リ
（
ご
飯
）
は
少
な
め
に
」、

「
む
ら
さ
き
（
醤し

ょ
う
ゆ油

）
を
も
う
少
し
」、「
（
Ⅱ
）

お
あ
い
そ
（
お
勘
定
）
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
、
職
人
言
葉
を
使
う
こ
と
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

「
マ
ジ
」
な
ど
と
楽
屋
こ
と
ば
を
気
安
く
使
っ
た
ら
、
芸
人
気
取
り
の
生
意
気
な
若
造
め
と
、
誰
か
ら
も
見
下
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
怖
さ

が
心
の
中
に
刷
り
込
ま
れ
た
よ
う
に
残
っ
て
い
た
か
ら
、
今
で
も
自
分
が
「
マ
ジ
」
を
使
う
こ
と
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
私
は
、「
へ
た
れ
」「
い
た
い
」「
シ
ャ
レ
に
な
ら
ん
」
と
い
っ
た
③

タ
グ
い
の
楽
屋
こ
と
ば
も
気
軽
に
は
使
い
に
く
い
。
こ
れ
ら
も
ま
た
「
マ
ジ
」

と
同
じ
く
、
芸
人
だ
け
の
特
殊
な
世
界
の
言
葉
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
世
間
の
人
た
ち
が
こ
れ
ら
の
言
葉
を
日
常
語
と
し
て
使
う
よ
う
に
な
っ
た
初
め
の
こ
ろ
、
私
に
は
か
な
り
の
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。
犯
し
て
は
い

け
な
い
タ
ブ
ー
を
犯
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　

し
か
し
戸
惑
い
は
、
そ
の
う
ち
す
っ
か
り
消
え
う
せ
た
。
一
般
の
人
が
こ
う
し
た
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
芸
人
た
ち
自
ら
が
、
電
波
を
通
じ

て
積
極
的
に
公
開
し
て
し
ま
っ
た
結
果
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

世
間
の
人
た
ち
が
使
う
の
は
か
ま
わ
な
い
が
、
自
分
自
身
が
使
う
の
は
や
は
り
ど
う
も
憚
ら
れ
る
と
、
矛
盾
し
た
考
え
を
持
つ
に
至
っ
た
私
で
は
あ
る
が
、 　

 

 

近
年
、
私
も
と
き
ど
き
人
に
向
か
っ
て
、

　

「
そ
う
マ
ジ
に
考
え
な
い
で
」

　

な
ど
と
言
っ
て
い
る
自
分
に
ハ
ッ
と
気
が
つ
い
て
、
当
惑
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
い
ち
ば
ん
抵
抗
し
て
い
た
私
自
身
が
、
い
つ
し
か
芸
人
の
こ
と
ば

に
感
染
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
知
ら
ぬ
間
に
、
私
自
身
も
大
き
な
時
代
の
流
れ
に
運
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
松
本
修
『
ど
ん
く
さ
い
お
か
ん
が
キ
レ
る
み
た
い
な
。
―
―
方
言
が
標
準
語
に
な
る
ま
で
』
に
よ
る
。
＊
設
問
の
都
合
上
、
本
文
に
一
部
省
略
・
改
変
が
あ
る
。）

問
一　

【
本
文
】
傍
線
部
（
Ⅰ
）
に
関
し
て
、
筆
者
は
「
こ
の
言
葉
は
芸
人
さ
ん
の
言
葉
だ
、
と
い
う
原
体
験
と
し
て
の
記
憶
」
を
通
じ
て
、「
マ
ジ
」
と
い　

 

　

う
言
葉
を
使
う
こ
と
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
。
「
『
マ
ジ
』
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
は
、」
と
い
う
書
き
出
し
に
続
く
か
た
ち
で
、
本 

　

文
中
の
表
現
を
適
宜
用
い
て
三
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
二　

【
本
文
】
傍
線
部
（
Ⅱ
）
に
関
し
て
、フ
ク
さ
ん
と
ダ
イ
さ
ん
は
な
ぜ
「
お
あ
い
そ
」
と
い
う
言
葉
が
「
お
勘
定
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

- ６-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



た
の
か
と
い
う
点
に
興
味
を
も
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
語
辞
典
を
使
っ
て
「
お
あ
い
そ
」
の
意
味
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、「
お
勘
定
」
を
意
味
す
る
「
お

あ
い
そ
」
の
用
法
は
、「
あ
い
そ
づ
か
し
」
と
い
う
別
の
単
語
の
意
味
と
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　

 
以
下
の
【
資
料
Ａ
】
は
フ
ク
さ
ん
と
ダ
イ
さ
ん
が
使
っ
た
国
語
辞
典
に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
お
あ
い
そ
」
「
あ
い
そ
づ
か
し
」
そ
れ
ぞ
れ
の
語
義
と
、

そ
れ
ら
を
巡
る
二
人
の
会
話
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
く
読
ん
で
、
以
下
の
（
１
）
・
（
２
）
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

 

　
　
　

【
資
料
Ａ
】

　

お-

あ
い
そ
【
お
愛
想
】
［
名
］
①
相
手
を
喜
ば
せ
る
言
葉
や
し
ぐ
さ
。
ま
た
、
客
に
対
す
る
好
意
を
示
し
た
も
て
な
し
。
「
―
が
お　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上
手
で
す
こ
と
」
▽
「
愛
想
」
の
美
化
語
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

②
飲
食
店
で
、
勘
定
。
▽
も
と
関
西
の
言
い
方
で
、
勘
定
書
を
見
る
と
愛
想
尽
か
し
を
す
る
意
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ら
と
い
う
。

　

あ
い
そ-

づ
か
し
【
愛
想
尽
か
し
】
［
名
］
好
意
や
親
し
み
が
な
く
な
っ
て
、
い
や
に
な
る
こ
と
。
「
―
を
言
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
い
ず
れ
も
『
明
鏡
国
語
辞
典
』
第
三
版
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

フ
ク
―
―　

「
お
あ
い
そ
」
に
は
二
つ
の
用
法
が
あ
る
け
れ
ど
、
お
寿
司
屋
さ
ん
で
使
わ
れ
る
の
は
②
の
方
だ
よ
ね
。

　

ダ
イ
―
―　

「
勘
定
書
を
見
る
と
愛
想
尽
か
し
を
す
る
意
か
ら
と
い
う
」
だ
っ
て
。
同
じ
辞
典
で
「
あ
い
そ
づ
か
し
」
を
引
く
と
、「
好　

　
　
　
　
　
　

意
や
親
し
み
が
な
く
な
っ
て
、
い
や
に
な
る
こ
と
」
と
書
い
て
あ
る
ね
。

　

フ
ク
―
―　

勘
定
書
を
見
た　
　

ⅰ　
　

が　
　

ⅱ　
　

に
向
か
っ
て
「
お
ま
え
に
は
愛
想
が
尽
き
て
、
い
や
に
な
っ
た
」
と
言
っ
た
、

　
　
　
　
　
　

と
い
う
こ
と
？

　

ダ
イ
―
― 

 

そ
れ
だ
と
、
何
だ
か
相
手
に
け
ん
か
を
売
っ
て
い
る
み
た
い
で
お
か
し
い
よ
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
「
お
あ
い
そ
」
は

　
　
　
　
　
　

職
人
言
葉
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
本
来
は
職
人
の
立
場
で
使
わ
れ
る
言
葉
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？

　

フ
ク
―
―　

う
ー
ん
…
…
。
だ
と
す
る
と
、
本
来
「
お
あ
い
そ
」
は 

 

　
　
　
　

Ｘ　
　
　
　
　

に
つ
い
て
の
お
詫
び
と
い
う

　
　
　
　
　
　

か
た
ち
を
通
じ
て
、
遠
回
し
に
「
お
勘
定
」
と
い
う
意
味
を
伝
え
る
言
葉
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
ね
。
も
と
も
と　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ⅲ　
　

が
自
分
の
行
為
を
謙
遜
し
て
使
っ
て
い
た
言
葉
が
、
い
つ
の
ま
に
か　
　

ⅳ　
　

の
側
で
も
使
う
よ
う
に

- ７-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



　
　
　
　
　
　

な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
双
方
の
立
場
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。

　

ダ
イ
―
―　

「
お
あ
い
そ
」
っ
て
謙
遜
表
現
だ
し
、  

 

ⅴ 

　

が
使
う
の
は
あ
る
意
味
、
相
手
に
対
し
て
失
礼
な
の
で
は
？
と
い
う
気

　
　
　
　
　
　

も
す
る
な
。
で
も
、
あ
え
て　
　

ⅵ　
　

に
対
し
て
「
お
あ
い
そ
」
と
言
う
こ
と
で
、
自
分
も
プ
ロ
の
仲
間
だ
と
い
う　
　

　
　
　
　
　
　

雰
囲
気
を
味
わ
い
た
い
ん
だ
ろ
う
ね
。

　

フ
ク
―
―　

と
こ
ろ
で
、「
お
あ
い
そ
」
の
項
目
の
②
で
は
、「
勘
定
」
を
意
味
す
る
「
お
あ
い
そ
」
の
用
法
が
「
も
と
関
西
の
言
い
方
」　

　
　
　
　
　
　

だ
と
書
い
て
あ
る
よ
。
「
マ
ジ
」
も
、
も
と
は
大
阪
の
寄
席
の
楽
屋
こ
と
ば
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
も
し
か
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　

（
Ⅲ
）

隠
語
と
方
言
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
似
た
よ
う
な
働
き
を
も
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
。

　

ダ
イ
―
―　

そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね
。
方
言
の
働
き
に
つ
い
て
も
、
少
し
調
べ
て
み
よ
う
よ
。

　

（
１
）　

空
欄　

ⅰ　

～　

ⅵ　

に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
職
人
」
「
客
」
い
ず
れ
か
の
語
が
入
る
。
二
人
の
会
話
の
展
開
を
踏
ま
え
、
各
空
欄
に
補
う　
　
　
　

べ
き
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

　
　
　
　
　

ア
、
ⅰ
…　

客　
　
　
　

ⅱ
…　

職
人　
　
　

ⅲ
…　

客　
　
　
　

ⅳ
…　

職
人　
　

ⅴ
…　

客　
　
　

ⅵ
…　

職
人

　
　
　
　
　

イ
、
ⅰ
…　

職
人　
　
　

ⅱ
…　

客　
　
　
　

ⅲ
…　

職
人　
　
　

ⅳ
…　

客  

　
　

ⅴ
…　

職
人　
　

ⅵ
…　

客

　
　
　
　
　

ウ
、
ⅰ
…　

客　
　
　
　

ⅱ
…　

職
人　
　
　

ⅲ
…　

職
人　
　
　

ⅳ
…　

客  

　
　

ⅴ
…　

客　
　
　

ⅵ
…　

職
人

　
　
　
　
　

エ
、
ⅰ
…　

職
人　
　
　

ⅱ
…　

客　
　
　
　

ⅲ
…　

客　
　
　
　

ⅳ
…　

職
人  

　

ⅴ
…　

職
人　
　

ⅵ
…　

客

　

（
２
）　

空
欄 

 　
　
　
　

Ｘ　
　
　
　
　

 

に
補
う
べ
き
表
現
を
、
【
資
料
Ａ
】
の
表
現
を
適
宜
用
い
て
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

問
三　

【
資
料
Ａ
】
傍
線
部
（
Ⅲ
）
に
関
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
の
隠
語
（
楽
屋
こ
と
ば
・
職
人
言
葉
）
と
方
言
の
共
通
点
に
つ
い

て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
フ
ク
さ
ん
と
ダ
イ
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
な
新
聞
記
事
を
見
つ
け
た
（
【
資
料
Ｂ
】）
。

私
た
ち
が
「
マ
ジ
」
と
い
う
表
現
を
日
常
表
現
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
。
【
本
文
】
・
【
資
料
Ａ
】
・
【
資
料
Ｂ
】
の
内
容
や
趣
旨
を
適
宜
踏
ま
え
、
三
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

- ８-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。



　
　
　
　
　
　

【
資
料
Ｂ
】

　
　
　
　

宮
城
を
拠
点
と
す
る
劇
団
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
。
11
月
の
上
演
に
向
け
た
初
め
て
の
立
ち
稽
古
で
、
脚
本
を
片
手
に
演
者
た　

　
　
　

ち
が
声
を
あ
げ
る
。

　
　
　
　

 
「
な
ん
さ
来
る
ん
だ
」「
様
子
見
っ
さ
だ
べ
な
」

　
　
　
　

演
目
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
名
作
「
冬
物
語
」
が
ベ
ー
ス
だ
が
、
舞
台
は
東
北
、
せ
り
ふ
は
東
北
の
方
言
だ
。
こ
れ
ま
で
東
北
地
方
だ
け
で
な
く
、　

　
　
　

英
国
公
演
な
ど
も
果
た
し
て
い
る
。

　
　
　
　

稽
古
は
独
特
だ
。手
始
め
こ
そ
宮
城
県
の
方
言
だ
が
、
途
中
で
演
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
自
分
の
故
郷
の
言
葉
に
換
え
て
演
じ
る
。　
　

　
　
　

「『
あ
な
た
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
方
言
で
話
し
て
』
と
伝
え
て
い
る
ん
で
す
」
と
④

シ
ュ
サ
イ
の
下
館
和
巳
さ
ん
（
69
）
。
理
由
は
「
自
信
を
持
っ
た
言
葉
が
、　

　
　
　

観
客
に
伝
わ
る
か
ら
」
と
い
う
。

　
　
　
　

福
島
県
か
ら
参
加
す
る
劇
団
員
の
加
藤
捺
紀
さ
ん
（
32
）
は
「
観
客
席
を
見
て
い
て
、
方
言
で
伝
え
る
と
お
客
さ
ん
と
の
距
離
や
バ
リ
ア
ー
が
な　

　
　
　

く
な
る
感
じ
が
す
る
」
と
話
す
。

　
　
　
　

一
方
で
、
あ
え
て
共
通
語
を
使
う
場
面
も
あ
る
。
使
い
分
け
る
理
由
は
何
か
。
下
館
さ
ん
は
こ
う
例
え
る
。

　
　
　
　

「
共
通
語
は
、
何
か
を
あ
ま
り
感
情
移
入
し
な
い
で
伝
え
ら
れ
る
、
つ
る
ん
と
し
た
⑤

ジ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
水
の
よ
う
な
も
の
。
対
す
る
方
言
は
、
濁
っ 

　
　
　

た
水
、
味
わ
い
、
お
い
し
さ
が
あ
る
水
の
よ
う
な
も
の
な
ん
で
す
」

　
　
　

（
鳴
澤
大
「
現
場
へ
！　

全
国
方
言
サ
バ
イ
バ
ル
３
」
（
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
四
年
七
月
三
十
一
日
夕
刊　

東
京
本
社
版
）
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
設
問
の
都
合
上
、本
文
に
一
部
省
略
・
改
変
が
あ
る
。）

問
四　

【
本
文
】
お
よ
び
【
資
料
Ｂ
】
中
に
含
ま
れ
る
二
重
傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。
な
お
、
漢
字
は
楷
書
体
で
丁

寧
に
書
く
こ
と
。
判
読
が
困
難
な
場
合
は
、
採
点
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

- ９-

著
作
権
の
都
合
上
、

こ
の
部
分
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
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